
令和６年度 鹿屋市市政モニター 第５回アンケート集計 

テーマ ：「ごみ減量・リサイクルの推進」 について  調査期間：R6.9.13～9.29 

回収結果：送付数 199人、回答数 140人、回答率 70.4％ 

 

 1.性別について当てはまるものを選択してください。 

回答 件数 割合 

1 男 59 42.1% 

2 女 81 57.9% 

3 その他 0 0.0% 

合計 140 100.0% 
    

2.年齢について当てはまるものを選択してください。 

回答 件数 割合 

1 10 代 0 0.0% 

2 20 代 2 1.4% 

3 30 代 33 23.6% 

4 40 代 41 29.3% 

5 50 代 27 19.3% 

6 60 代 24 17.1% 

7 70 代 10 7.1% 

8 80 代以上 3 2.1% 

合計 140 100.0% 
    

3.お住まいについて選択してください。 

回答 件数 割合 

1 鹿屋市内  123 87.9% 

2 鹿屋市外 17 12.1% 

合計 140 100.0% 
    

4.昨年度と比べてご家庭から排出されるごみの量は変化しま

したか。 

回答 件数 割合 

1 減った  33 23.6% 

2 変化なし 93 66.4% 

3 増えた 14 10.0% 

合計 140 100.0% 
    

5.ご家庭でごみ減量のために取り組んでいることは何です

か。 

回答 件数 割合 

1 マイバックを利用している 115 82.1% 

２ マイボトルを利用している。 66 47.1% 

３ 

４Ｒ（リヒューズ、リデュー

ス、リユース、リサイクル）を

実践している。 

41 29.3% 

４ 
３キリ（食べキリ、使いキリ、

水キリ）を実践している。 
58 41.4% 

５ 
不必要なものは買わないように

してる。 
89 63.6% 

６ その他 3 2.1% 
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6.令和５年４月からプラスチックの分別区分が変更になりま

したが、知っていましたか。 

回答 件数 割合 

1 知っていた 81 57.9% 

2 
聞いたことはあったが、詳しく

は知らなかった 
24 17.1% 

3 知らなかった 35 25.0% 

合計 140 100.0% 
    

7.生ごみを捨てる際に取り組んでいることはありますか。 

回答 件数 割合 

1 水切りを実践している。 82 58.6% 

2 
庭にコンポストを設置して利用

している。 
20 14.3% 

3 
電気式生ごみ処理機を利用して

いる。 
3 2.1% 

4 特に何もしていない。 28 20.0% 

5 その他 7 5.0% 

合計 140 100.0% 
    

8.お住いの近くに生ごみを回収するバケツがあった場合、利

用したいですか。 

回答 件数 割合 

1 毎日利用したい。 26 18.6% 

2 週４～６日程度利用したい。 11 7.9% 

3 週１～３日程度利用したい。 53 37.9% 

4 利用しない。 50 35.7% 

合計 140 100.0% 
    

9.鹿屋市では、有料指定ごみ袋を 10枚単位で販売しており

ます。 有料指定ごみ袋をバラ売りした場合（大サイズ 33

円／枚、中サイズ 21円／枚、小サイズ 13円／枚）、エコ

バッグを忘れた時に、このごみ袋をレジ袋代わりに利用した

いと思いますか。 

回答 件数 割合 

1 利用したいと思う。 49 35.0% 

2 利用するつもりはない。 91 65.0% 

合計 140 100.0% 
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10.マイバッグを持参し忘れた時に、どのような対応をして

いますか？ 

回答 件数 割合 

1 自宅にマイバッグを取りに帰る  1 0.7% 

2 車内にマイバッグを取りに帰る 38 27.1% 

3 
購入する商品を減らす（持てる

だけの量の商品を購入する） 
6 4.3% 

4 レジ袋を購入する 79 56.4% 

5 その時は買い物をしない 0 0.0% 

6 持参し忘れたことはない 10 7.1% 

7 その他 6 4.3% 

合計 140 100.0% 
    

11.マイバッグを持参し忘れた時に、店舗保有の貸し出し用

マイバッグがあれば、利用したいと思いますか? 

回答 件数 割合 

1 利用したい 35 25.0% 

2 利用したくない 105 75.0% 

合計 140 100.0% 
    

12.あなたは鹿屋市が「ゼロカーボンシティかのや」宣言を

していることを知っていますか。 

回答 件数 割合 

1 はい 57 40.7% 

2 いいえ 81 57.9% 

3 無回答 2 1.4% 

合計 140 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.ごみ減量・リサイクルの推進について、ご意見等ありましたら、ご自由にご

記入ください 

・不必要なものは買わない 

・生ゴミを回収して、堆肥を作ってリサイクルは良いと思います。生ゴミが減れ

ば燃やせるゴミもへらせます。焼却施設で現状では生ゴミ等燃やす為に燃料が

沢山使われていると聞いております。水分が多い生ゴミを燃やすのにプラスチ

ックがあったほうが良く燃やせるそうです。燃料を買ってまでして燃やすより

プラスチックを使って燃やした方がまだ燃料費も抑えられ、エコのような気が

します。 

・過剰な包装は控える 

・まだまだゴミの分別がされていない所が多いと感じます。分別法をゴミ回収場

所に張る等して、周知していただくのはいかがでしょうか？ 

・無理なく、やりやすい形で実施できるようにしてほしい。 
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・リサイクルセンターなどの見学ができれば関心が高まると思います！ごみ減量

の意図に CO2削減があると思いますが、車を 1人一台は保有して車がないと動

けないと諦めているのでバスを市も協力して綺麗にしたりバス停や本数を増や

して欲しいです！あとゴミ袋が有料だからか自宅で燃やす人もいるようです。 

・我が家では、可能限り分別してゴミ出しをしています。今はカナザワさんが資

源ゴミ回収ステーションをあらゆる所に設置してあり、とても便利と感じでい

ます。多分、他の鹿屋市民も感じていると思います。リサイクルを推進するに

は、市民がリサイクルが便利である仕組みを作れば良いと思います。今は町内

会で決められた日に出さないといけないルールがありますが、日にちを忘れた

りすると長期で自宅に置いておかないいけないので、違う仕組みも検討したら

どうでしょうか。 

・家庭内で主にごみ捨てを担う人がいると思う。その人は、日々ごみの増減を肌

で感じると思うが、ごみ捨てをしない家族にも、ごみの減量の必要性について

家庭内で話すことが大切だと思う。 

・リサイクルはいいがゴミが増えるのはどうしても防ぎ用がない気がするので、

そのゴミを処理できる施設を作るべきだと思います。 

・食品ロスを減らすために使い切る量の食材購入を心がけている。断捨離をする

中でリユースリデュースを実施中。 

・生ゴミ専用のバケツを置くのであれば、生ゴミの袋ごと入れることが可能なら

利用したい。生ゴミ専用の袋など 

・ごみ減量、リサイクルについては別にありません。ただ、ごみ置き場を整理に

してほしい！川西の私の場所は投げたくり大変です。 

・生ゴミは水分を、よく切る コンポストの利用 

・指定ゴミ袋のバラ売りでのレジ袋代わりは是非進めて欲しい 可能で有ればレ

ジ用は通常の物より買い物に使いやすいデザインに変えてほしい 

・「堆肥用バケツ」利用は市営県営の団地等でよく見るが町内会毎のゴミステー

ションでは難しいのでは?? 

・草や木切れ等も燃やすのではなく枯らして堆肥に出来ないだろうか？ 

・徹底している地域とそうでない地域の差がありすぎる。徹底すればゴミ減量や

リサイクル推進になるのだから、徹底するべき。きちんとしている地域を参考

にするなど早急に動くべき。 

・洗剤などの詰替パックではなく、容器に液体を補充するシステムができたら、

ゴミも少しは減るのではないでしょうか 

・家庭用生ゴミ処理機がどのようなものかイベントをする時に実物を見てみたい

です。また、購入に助成金がありあわせて説明があれば自宅で処理できるよう

に購入も検討する市民も増えるのではないでしょうか。私も家庭用生ゴミ処理
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機の購入を以前から検討していましたが実際どのようなものかわからなくて購

入にいたっていません。また、私が検討していた時期に鹿屋市の購入助成がな

かったので他の市町村が助成があるからもうしばらくしたら助成がでるのでは

ないかと購入にいたっていません。検討している時に助成があれば購入のあと

押しになっていたと思います。 

・フリーマーケットやリユース商品を交換するイベントなどを実施して、ゴミを

減らすイベントを市が主催するなどしてはどうか？ 

・ゴミ置き場で大量に水を含んで漏れたりしているゴミ袋を見るとがっかりしま

す。出す人は紙をしくなり何故、工夫しないのか？と思います。うちではコン

ポストを使ってごみ減量に取り組んでいます。買った物で消費期限の近い食品

は早く食べるよう入れ物を作っています。 

・生ゴミが乾燥できる処理機が気になっている。高価なので、市からの補助があ

れば活用も検討したいと思ってます。子供が２人に増えてからゴミも増えてま

す。なるべくゴミを増やさないよう取り組んでいきたいと思います。エコバッ

グ忘れた時に市のゴミ袋が買える制度はすごく良いと思いました！ 

・特に無いが、３切りをしている。 

・完全にプラスチック製品を無くすことは出来ないので、無駄な物は買わないよ

うに心がけてます。海のごみや、道路に放置されているゴミなど、海の生物や

鳥、たぬきやねこなどプラスチック製品も一緒に食べてしまっているんじゃな

いかと心配です。ひとりひとりがゴミを放置しないこと、少しでもゴミを減ら

す努力をすることを意識しないといけないと思います。 

・神奈川県座間市に在住ですが、コンポストバックを利用しています。規定量入

れて熟成した堆肥は、座間市の資源物収集の際に、回収していただいていま

す。もちろん、自分で利用することもあります。エコバッグ及び堆肥の基材は

自分で購入しています。ゴミを減らすこともでき、その生ごみが堆肥になるこ

とで、とても良いと思います。バケツが置けなくても、バックなので良いです

ね。鹿屋市では、各戸が広くバケツを置けるでしょうが、バケツだと。という

方もいらっしゃると思います。基材は、市が少し負担しても良いと思います。 

・ゴミ袋の値段を上げたら減量するかな？ 

・子ども達が出来るようになれば、家の中でのお手伝いとして分別とか出来るの

で保護者もありがたいと思う。家族全員で意識を高められたらいい。 

・町内会に入ってなくてもゴミが捨てられる環境がほしい。リサイクルできるゴ

ミ回収箱等。 

・分別をしている人とほとんどしていない人との差が激しいと思います。ペット

ボトルからラベルとキャップを外してもラベルとキャップは燃えるゴミに入れ

られているのを何回も見てきました。タバコの吸い殻を空き缶に入れてあるの

も許せない行為です。広報活動に期待します。 
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・大崎町を見習って対策をしてほしい 

・生前整理などまとめて出そうとすると業者に頼むと料金が高すぎるもう少し良

心的な料金になるようまた、ちょっとしたことですぐに料金をプラスしないよ

う指導できないのでしょうか 

・世の中変われば変わるものでその昔は庭に設置する焼却炉を自治体が推奨し補

助金まで出てましたがダイオキシンがどうのこうのと騒ぎはじめおじゃんにな

ってしましましたねぇ。鹿屋ではまだまだ薪風呂の家庭が多数ありますねその

様な家庭では資源に出せる以外の（石油製品以外）ゴミは家庭で償却した方が

良いのでは現在私共が住まいしてます函館市ではまだまだ薪ストーブのお宅が

現存しているのでわが家みたいに焚き付け等に利用した方がいいとおもいます

がねぇ(・・? 

・夏休みの講座、3キリモニターに参加しました。夏休みに子どもと楽しく取り

組むことできました。子どもにとっては、ゼロカーボン？という感じでした

が、講座の分かりやすい内容やゴミ処理場の見学をしたこともあり、水切りや

ゴミを減らすことの重要性や地球に及ぼす影響を理解することができました。

普段の生活でも、水切りを進んで行ったり、食べ残しをしないように気をつけ

たりと出来ることを頑張っている姿があります。大人はもちろんなのですが、

子どもへの意識づけも大切なことだなと感じました。学校での授業など、あっ

たらいいなぁと。（すでにされているかもしれませんが）生ごみポストは、袋

を入れることができないため、どうやって持って行こうかとか、生ゴミの為だ

けに外出して入れていた袋か容器を一度持ち帰って・・・と考えると使いにく

いです。 

・家具などの大物で、まだ使えるものは近場でほしい人に持ち帰ってもらえる制

度があればいいと思います。 

・地元では昔から竹細工が盛んでした。今こそ求められるものだと思います。し

っかりした、しょけ、竹箒など探してもない。ぜひ復活して欲しいです。 

・紙類等の資源ゴミへの分別の周知がたらないのではないかと思います 

・生活するうえで、どうしてもゴミは発生するものですが、リサイクルの仕方が

よくわからなかったり、面倒すぎると、取り組みが続かないので、少しの努力

で出来るくらいのリサイクルだと、したいと思うし、続けていけそうな気がし

ます。 

・本当に必要なものなのかを考えながら買い物をしたり、ゴミ置き場も何でもか

んでも捨てていいと思っているような人たちも多い気がするので、まずしっか

り分別をすることが大切だと思う。 

 


